
ＳＹＤかわらばん 
<最新活動情報 No.197> 2025 年 6 月 20 日号

6/7～8…「ＷＡＫＵ×２ボランティアリーダー研

修会（桧原湖畔）」１６人〔福島県北塩原村・ば

んだいふれあいぴあ〕 《谷野渉、増田航介》 

関東および福島県の中学生から社会人まで

幅広い世代から参加があった。イラストが描か

れたプリントから危険場所を探し出し、原因とそ

の対策を考え行動を決める「危険予知トレーニ

ング」のほか、屋外での活動では野外炊事の

ほかナタの使い方について学んだ。

夜のキャンプファイヤーではグループごとに

スタンツ（出し物）を披露し大いに盛り上がった。

加えて、グループ協議では「理想のリーダー

像」、またその理想に近づくために必要なこと

ついて話し合い、２日目に発表をおこなった。 

6/13～15…「ばんだいふれあいぴあ整備ボラ

ンティア」５人〔福島県北塩原村・ばんだいふれあ

いぴあ〕 《谷野渉、鈴木綾、林春幸》

夏の「桧原湖畔子ども自然体験キャンプ」、

冬の「子ども自然体験スキーキャンプ」など多

種多様なＳＹＤの自然体験活動拠点となって

いる、ばんだいふれあいぴあの整備作業をお

こなった。 

今回は、参加者とスタッフで手分けをしなが

ら４トンにも及ぶ整地のための砂入れ、各建物

の清掃・整理を実施。 

例年、春と秋に実施

する整備活動により、Ｓ

ＹＤが実施する野外活

動、また一般利用の

方々がより快適に過ご

せる環境が整えられて

いる。 

主催事業・活動等 

報 告 

《  》内は派遣者 
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6/15…「渋沢栄一と喜多方の偉人講演と講談」

（愛と汗・幸せの種まき講演会）１５０人 

〔福島県喜多方市・喜多方プラザ文化センター〕 

  《宝井琴鶴、真下淳一》 

「渋沢栄一と喜多方の偉人講演実行委員会」

と、喜多方市中央公民館「喜多方市人づくりの

指針推進事業」との共同主催として実施。 

「日本資本主義の父」と称される実業家・渋

沢栄一翁と、ともに喜多方出身の社会事業家・

瓜生岩子刀自、修養団創立者・蓮沼門三との

関わりを講演と講談で紹介した。 

 
講演：石田明夫氏 

（喜多方市瓜生岩子刀自顕彰会顧問） 

 
講演：真下淳一（公益財団法人修養団専務理事） 

 

 

講談：五代目 宝井琴鶴さん（講談師） 

【幸せの種まきキャンペーン《出前講座》】 
 

 

 
6/ 4 岩手県一関市立桜町中学校 100 人 
6/19 鹿児島県龍郷町立赤徳小学校 42 人 
6/19 鹿児島県龍郷町立龍北中学校 18 人 
6/20 鹿児島県龍郷町立赤徳中学校 46 人 
 

 
6/25 沖縄県立泊高等学校午前部 
6/26 沖縄県宜野湾市立普天間中学校 
6/26 沖縄県立コザ高等学校 
6/27 沖縄県立普天間高等学校 
6/27 沖縄県立泊高等学校夜間部 
7/15 千葉県船橋市立宮本中学校 

 
 

 

5/22…「修養団理事会」１５名 

  〔東京都渋谷区･ＳＹＤ会議室

山﨑一紀主幹、御手洗康理事長、理事１２

人（うちリモート出席２人）、監事１人が出席。 

令和６年度事業報告と決算報告などが承認

された。 
 

6/7…「修養団評議員会」２６人 

   〔東京都渋谷区・ＳＹＤホール〕 

 
評議員１３人（うちリモート出席３人）のほか、

山﨑一紀主幹、御手洗康理事長、常勤役職員

１１人が出席。 

令和６年度事業報告・決算、令和７年度の事

業計画・予算、および理事選任などについて

審議がおこなわれ、承認・了承された。 

 

以下、詳細次号 
 

6/16～17…「伊勢を楽しむ会」〔三重県伊勢市･伊

勢青少年研修センター 《武田数宏、山﨑政弘、斎田

聖生、竹本英美、大平順一》 

 ※伊勢を楽しむ会実行委員会との共催事業 
 

6/20…第１７回「チャリティー演芸会」“笑いは

梅雨
つ ゆ

しらず？の巻”〔東京都・ＳＹＤホール〕

報 告 

予 定 

諸 会 議 

《山口千恵子、谷野渉、増田航介》  
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6/21～22…ボランティア・アクションｉｎ沖縄〔沖縄

県南城市・県立玉城青少年の家〕 《谷野渉》 
 

7/12…「Ｚｏｏｍでオンライン“愛と汗”幸せの種

まき講演会」〔東京都渋谷区・ＳＹＤ会議室〕 

  《保坂正志》 
 

7/16～8/14…ブラジル修養団「青年リーダー日

本研修」〔東京都・福島県・三重県ほか〕 

永山デボラミキさん（３０歳・社会人）と、草野

ヴィクトルゆうじさん（２９歳・社会人）が来日し、

本部研修のほか伊勢青少年研修センター、ば

んだいふれあいぴあでの研修、富士登山、都

内視察などのプログラムを体験する。 

 

★子どもＷＡＫＵ×２ひろば 

7/19～20…能登〔石川県羽咋市・国立能登青少年交

流の家〕 《伊東悠太、谷野渉、林春幸》 

「夢を乗せてロケットを飛ばそう！～手作りロ

ケット教室～」をテーマに、能登応援企画として

実施する。 

 

7/19～21…美幌〔北海道美幌町・グリーンビレッジ美幌〕 
  《板倉和也》 

 

★ＷＡＫＵ×２ボランティアリーダー研修会 

6/21～22…美幌〔北海道美幌町・グリーンビレッジ美幌〕 
  《板倉和也》 
 

6/21～22…広島〔２１日-オンライン研修、２２日-広島

市・ユーハイム似島歓迎交流センター〕 《保坂正志》 
 

6/28～29…道南〔北海道乙部町・姫川ふれあいセン

ター〕 《志村和也、林春幸》 
 

6/28～29…北九州〔福岡県北九州市・市立玄海青年

の家〕 《保坂正志》 
 

7/5～6…鹿児島〔鹿児島市・八重山公園てんがら館〕

 《志村和也》 
 

7/19～20…友愛〔滋賀県東近江市・四季の森、ＮＰＯ

茗荷村施設かどや〕  

 

 
 

 
 

5/24…修養団ＴＢＳクラブ「千駄ヶ谷地区美化

清掃」９人〔東京都渋谷区･ＳＹＤビル周辺〕 

 
毎月の元気確認とボランティア活動、近況報告

会は楽しくて、いつもあっという間に時間が過ぎ

ていきます。 

今回は、通行人の方から「ありがとう」とお言葉

をかけていただきました。 〈発信･嘉悦幸子〉 
 

5/31…修養団美幌会「バス研修」２４人〔北海道北

見市・端野神社ほか〕 

 
会員相互の親睦を目的に実施。 

美幌神社から北見市へ移動し、留辺蘂（るべし

べ）の「北キツネ牧場」を見学したほか、昼食後は

湧別町にある「かみゆうべチューリップ公園」の見

学、「オホーツク湧鮮館」でのショッピングなど楽し

いひとときを過ごした。 
 

6/2…修養団宇部市連合会「琴崎八幡宮清掃

奉仕」２０人〔山口県宇部市・琴崎八幡宮〕 

  
爽やかな朝、株式

会社ＵＢＥマシナリー

や有限会社栗栖工業

など地元企業の社員

さん、高校生、幼い子

たちを連れた家族が

参加し、境内と参道の

清掃をおこないました。 

 〈発信・岡村精二〉

予 定 

会員組織の主な動き 
 

報 告 
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6/10…ＳＹＤ修養団端野会「端野神社清掃奉

仕・総会」１９人〔北海道北見市・端野神社ほか〕 

端野神社の草刈り、慰霊碑の草刈り、清掃

活動を実施しました。その後、端野会の総会を

開催しました。 〈発信・嶺陽一〉 

 
 

 
 

6/21…修養団愛汗郡山「第２０回定例総会」 
〔郡山市・ベルヴィ郡山館〕 《志村和也》 

 

7/9…修養団愛汗喜多方「令和７年度総会」 
〔喜多方市厚生会館〕 《真下淳一、保坂正志》 

 

7/10…修養団福島県連合会「令和７年度総会」
〔福島県郡山市・㈱ヨークベニマル本社〕 

    《山﨑一紀、真下淳一、保坂正志》 

 

 
 

○＊幸せの種まき献金をミャンマー復興へ 

 

５月２７日、ＳＹＤの岩佐加寿子常務理事他

職員１名が、東京都内の認定ＮＰＯ法人「難民

を助ける会」（ＡＡＲ Ｊａｐａｎ）を訪問し、本年３月

に発生したミャンマー地震への被災者支援金

として、幸せの種まき献金３０万円を同会の関

口淳子プログラムコーディネーターに手渡した。 

今般の地震では、ミャンマーとその隣国を含

め犠牲者が５，０００人を超える大災害となった

が、その中でＡＡＲは支援物資として水や食料

のほか、ブルーシートや衛生用品などの配付

活動をおこなっており、ＳＹＤ「幸せの種まき献

金委員会」で協議の上同会への支援を決定し

た。 

贈呈の際には、同会の現地での取り組みを

ご説明いただき、略取・搾取のないように支援

物資を個人に直接渡す活動をおこなっている

とのこと。 

ＳＹＤの「幸せの種まき献金」では、ストリート

チルドレン支援のほか、国内外の災害支援等

を引き続き実施しております。今後ともご協力

のほどお願いいたします。 
 

○＊ＳＹＤ本部へようこそ 

６月９日、株式会社カナオカ機材（大阪府東

大阪市）の金岡重雄取締役会長、株式会社東

大阪新聞社の小野元裕社長ほかお二人が来

団。金岡氏からはＳＹＤへのご寄付として１００

万円を、真下淳一専務理事にお手渡しいただ

いた。 

金岡氏は２０２３年にもＳＹＤ本部を訪問され、

根岸秋吉専務理事（当時）と懇談、その際にも

ＳＹＤに対し多額のご寄付をいただいている。 

蓮沼門三初代主幹や修養団講師との交流

を通して学びを深め、そのことが現在の精神的

支柱になったことや、思い出などをお話しくだ

さった。 

 

金岡重雄氏（中央）、小野元裕氏（左端） 
 

 

予 定 

情報あれこれ 
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